
現状と課題 

 
基本方向 

 

具体的な取組 

 

地域に貢献する人材の育成 （いわて県民計画（2019～2028）第１期アクションプラン政策推進プランの概要） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「いわての復興教育」の推進と東日本大震災津波の教訓等の継承  

・復興教育プログラムに基づく教育活動の推進を図っている中、東日本大震災津波の教訓や経験を継承す

るとともに、より一層、岩手を支える人材の育成を推進。 

○ キャリア教育の充実  

・ものづくり分野における産学官一体となった先進的な取組をはじめ個人の様々な段階に応じた人材の育

成を推進。 

○ 岩手で育った人材の地元定着への対策  

・生産年齢人口の減少や高齢化が進む中、様々な産業や、それらの基盤となる研究開発を担う人材の不足

が懸念されており、地元定着に向け、児童生徒や保護者、教員の地元産業などに対する理解を促進。 

○ 世界とつながる機会の拡充や交流の機会の確保  

・東日本大震災津波の発災以降、県民が世界とつながる機会が増加しており、更なる機会の拡充や交流を

推進。グローバル化や情報化が進展する中、広い視野を持って岩手と世界をつなぐ人材（グローバル人

材）、国際的な視点を持って地域で活躍する人材（グローカル人材）の育成を推進。 

 

１ 「いわての復興教育」の推進 

・内陸部と沿岸部の学校間等の交流による被災地訪問学習の取組。 

・「いわての復興教育」の実践発表会の実施。 

・防災教育の取組。 

 

（県民） 

・地域活動への参画 

・学校が行うキャリア教育の取組への参加・協力 

（企業等） 

・地元学生、地元出身学生の雇用拡大 

・人材の育成・定着 

（関係団体等） 

・学校が行うキャリア教育やライフデザインに関する学習への支援 

・学校と連携した留学などの国際関連事業の実施 

（産業支援機関） 

・産学官連携による人材の育成・定着 

・科学技術の普及啓発活動等の実施・協力 

 

（教育機関・国際交流協会） 

・英語教育の拡充 

・海外派遣、留学に関する普及啓発 

（学校） 

・学校間や地域と連携した復興教育の実施 

・職場体験やインターンシップ、企業見学会、学校を会場とした企業説明会の実施 

 

２ 郷土に誇りと愛着を持ち、地域に貢献する教育の推進 

・学校と地域が連携し、岩手の歴史や偉人、豊かな自然・文化等を探求 

する学習等を実施。 

る学習等を実施。 

 

る学習等を実施。 

 

３ キャリア教育の推進とライフデザイン能力の育成 

・ライフデザインに関する講演や社会人との交流会等の実施。 

・児童生徒・保護者、教員の地域企業等への理解や関心を高めるために

企業見学会等の開催。 

４ ものづくり産業人材の育成・確保・定着 

・小学生から高校生までの各段階に応じたものづくり教育や、地域もの

づくりネットワークと連携した人材育成・キャリア教育の推進。 

・工場見学、インターンシップ等を通じた新卒者等の県内定着。 

５ 農林水産業の将来を担う人材の育成 

・県立農業大学校において、リーダーとなる青年農業者を養成。 

６ 建設業の将来を担う人材の確保・育成 

・建設業を担う人材の確保・定着に向けた、建設業の魅力発信。 

県以外の主体に期待される行動 

・いわての復興教育スクールの実施、充実 

・内陸部と沿岸部の学校の交流 

・児童生徒による実践発表会の開催 

・復興教育副読本の改訂・活用 

 

 
・「いわての復興教育」や総合的な学習の時間を

活用した地域を探求する学びの推進 

・地域産業や伝統産業を理解する学びの推進 

・ライフデザインに関する講演や社会人との交

流の推進 

・企業見学会や企業ガイダンスへの参加の推進 

・地域ものづくりネットワークによる人材育成 

の推進 

・大学理工系学部への訪問による企業情報の発 

信・県内定着の促進 

・県立農業大学校での教育内容の充実・機能強

化 

・建設業の担い手確保、建設企業の経営革新を

支援 

本格復興を成し遂げ、地方創生を果たしていく上で、人口減少対策は最重要課題であり、新たな雇用の創出も見込まれる中、岩手の復興・発展を支える人材の育成が喫緊の課題となっており、教育に期待 

される役割はますます大きくなっています。 

県では、「いわて県民計画（2019～2028）」及び第１期アクションプラン-政策推進プラン-（2019年度～2022年度）に基づき、地域に貢献する人材を育成するため、「いわての復興教育」の推進や 

キャリア教育の充実、国際的な視野と地域に貢献する視野を持ったグローカル人材の育成を推進します。 

８ 情報通信技術（ICT）人材の育成 

・大学等と連携した情報通信技術（ICT）に関する研修会等を開催。 

９ 科学技術の理解増進と次代を担う人材の育成 

・専門人材の活用による児童・生徒の科学技術・ものづくりへの探求心

を高める取組の推進。 

10 岩手と世界をつなぐ人材の育成 

・海外への修学旅行や海外派遣等による国際交流の機会を提供。 

11 地域産業の国際化に貢献する人材の育成 

・学生の海外留学や留学に向けた地域課題を把握するための地元企業等

のインターンシップを支援。 

・普及啓発・情報リテラシー向上の取組の推進 

・最先端の科学技術に触れるイベントの開催 

・産業界と連携した科学技術・ものづくりへの

探求心を高める取組の充実 

・高校生の海外派遣・相互交流の実施 

・イングリッシュキャンプなど体験機会の充実 

・いわてグローカル人材育成推進協議会の支援

制度による留学支援の実施 

・グローバルキャリアフェアの開催 

意見交換資料 No.１ 

■岩手県の人口の推移           ■北上川流域の雇用・生産の増大                         

（人） 

東芝メモリ㈱（イメージ）

東京エレクトロンテクノロジー

ソリューションズ(株)東北事業所

㈱デンソー岩手

自動車 半導体

自動車・半導体関連産業を中心に

５年で５千人以上の雇用創出

トヨタ自動車東日本(株)

岩手工場
７ 医療・福祉を担う人材の確保・育成 

・修学の支援等を通じて医療・福祉を担う人材の確保・育成。 

・奨学金養成医師に対するキャリア形成支援 

・修学資金貸付による介護福祉士等の確保・ 

育成・定着 


